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12 月
定例議会

12
月
定
例
議
会
は
、
11
月
28
日
か
ら
12
月
11
日
ま
で
14
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
指
定
管
理
者
の
指
定
、
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
25
件
が
提
案
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
す
べ
て
承
認
・
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
案
の
「
宮
代
町
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
条
例
」
は
可
決
さ
れ
、「
宮
代
町
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
設
置
」

は
撤
回
し
ま
し
た
。

町
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
小
中
学
校
給
食
無
償
化
を
求
め
る
請
願
書
」
は
反
対
11
、
賛
成
２
で
不
採
択
と
な
り
、「
佐
藤
将
行

議
員
に
よ
る
進
修
館
駐
車
場
長
期
駐
車
車
両
に
関
す
る
事
実
関
係
の
調
査
を
求
め
る
請
願
書
」
は
全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
12
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

６
８
０
件
を
予
定
し
て
い
る
。

　
学
校
給
食
運
営
管
理
事
業

の
需
用
費
の
約
４
９
４
万
円
を

食
材
費
高
騰
に
伴
う
賄
い
材
料

費
の
補
助
に
し
て
い
る
が
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
今
回
の
補
正
額
は
あ
く
ま

で
今
年
度
分
で
あ
り
、
来
年
度

に
関
し
て
は
、
７
年
度
当
初
予

算
に
お
い
て
、
物
価
上
昇
分
を

踏
ま
え
た
形
で
予
算
計
上
を

行
っ
て
い
く
。

主
な
質
疑

　
保
健
予
防
事
業
の
子
宮
頸け

い 

が
ん
予
防
接
種
の
委
託
料
１
６ 

９
２
万
円
は
何
人
分
を
予
定 

し
て
い
る
か
。
ま
た
、帯
状
疱
疹 

予
防
接
種
の
委
託
料
３
１
５
万

円
は
何
人
分
に
な
る
の
か
。

　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

方
は
１
６
０
０
万
円
の
予
算

と
し
て
、
１
３
９
０
人
分
と
な

る
。
帯
状
疱
疹
に
関
し
て
は

一
般
会
計
補
正
予
算

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
状
況
や
児
童
手
当
の
支
給

状
況
を
勘
案
し
た
経
費
の
増

額
の
ほ
か
、
公
定
価
格
の
改
定

な
ど
に
伴
う
保
育
園
へ
の
委

託
費
、
小
中
学
校
の
令
和
７
年

度
児
童
・
生
徒
数
増
に
伴
う
教

室
な
ど
の
整
備
、
須
賀
小
学
校

再
整
備
に
係
る
所
要
の
経
費

な
ど
が
主
な
内
容
で
す
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

障
害
者
サ
ー
ビ
ス
と
予
防
接
種
の
強
化

障
害
者
サ
ー
ビ
ス
と
予
防
接
種
の
強
化

〈
賛
成
〈
賛
成
1212
、
反
対
１
で
可
決
〉

、
反
対
１
で
可
決
〉

障害者支援の拠点「すてっぷ 宮代」

質の良い給食を提供する「給食センター」
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学
校
給
食
に
つ
い
て
は
請

願
も
出
て
お
り
、
段
階
的
に
第

３
子
を
補
助
や
無
償
に
と
の
意

見
も
あ
る
。
町
の
考
え
を
伺
う
。

　
学
校
給
食
に
お
け
る
物
価

上
昇
分
に
対
す
る
補ほ

填て
ん

は
、
公

費
を
相
当
程
度
投
入
し
て
い

る
。
第
３
子
の
助
成
に
つ
い
て

は
、
近
隣
の
自
治
体
の
状
況
な

ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
町
全
体

の
子
育
て
支
援
と
い
う
観
点

の
中
で
助
成
を
考
え
て
行
き

た
い
。

　
進
修
館
管
理
事
業
の
う
ち

２
２
０
万
円
は
施
設
利
用
料
金

の
減
収
へ
の
補
填
に
な
っ
て
い

る
が
、
町
と
進
修
館
と
の
考
え

方
の
相
違
で
は
な
い
か
。

　
大
き
な
点
は
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
使
用
が
制
限
さ
れ

て
い
た
こ
と
。
こ
れ
ま
で
活

動
し
て
い
た
団
体
が
休
止
に

な
っ
た
り
、
進
修
館
以
外
の
場

所
に
移
動
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
な
ど
の
要
因
が
考
え
ら
れ

る
。
進
修
館
は
単
年
度
会
計
で

進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
見
直

す
必
要
を
感
じ
て
い
る
。

　
進
修
館
駐
車
場
の
工
事
が

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
利
用
制
限

を
か
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
た

め
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
が
減
る

可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、

駐
車
場
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
駐
車
場
が
制
限
さ
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
50
数

台
の
半
分
ず
つ
に
分
け
て
、
工

事
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
休
日

に
役
場
の
駐
車
場
を
利
用
で

き
る
か
は
管
財
担
当
と
の
調

整
が
必
要
に
な
る
。
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
な
ど
に
合
わ
せ
て
調

整
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

進
修
館
の
施
設
利
用
料
金
の
減
収
に
対
す
る
課
題
は

進
修
館
の
施
設
利
用
料
金
の
減
収
に
対
す
る
課
題
は

ワクチン接種について相談できる「保健センター」

進
修
館
の
指
定
管

理
者
に
対
す
る
質
問

へ
の
担
当
課
の
答
弁

が
納
得
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
き
ち
ん

と
し
た
整
理
も
検
証

も
な
さ
れ
ず
に
補
填

す
る
こ
と
に
対
し
て
、

反
対
す
る
。

佐
藤 

将
行 

議
員

反
対
討
論
討
論

生
徒
の
人
数
増
加

に
伴
う
教
室
改
修
な

ど
１
７
８
９
万
円
。須 

賀
小
の
歩
道
橋
工
事

費
４
５
４
９
万
円
は

先
行
が
必
要
。
進
修
館

指
定
管
理
料
４
７
０ 

万
円
増
額
は
想
定
外

だ
が
今
後
の
見
直
し

を
要
望
し
賛
成
す
る
。

塚
村 

香
織 

議
員

賛
成
討
論
討
論

令和 6 年度
一般会計補正予算

（第 3 号）

令和 6 年度
一般会計補正予算

（専決第 2 号）

１億 6,981.5 万円

1,680.4 万円
衆議院議員総選挙及び最高裁判所
裁判官国民審査の執行に係る経費

一般会計補正予算の主な内容
●障害者自立支援給付費等負担金
●子ども・子育て支援事業交付金
●デジタル基盤改革支援補助金
●ひとり親家庭等医療費補助金
●保健予防事業
●学校給食運営管理事業
●小中学校適正配置事業

一般会計補正予算

3 2024年（令和６年）12月定例議会



農業委員会委員
先
せん

﨑
ざき

 敦
あつ

子
こ

 氏 岡
おか

村
むら

 由
ゆ

紀
き

江
え

 氏

折
おり

原
はら

 正
まさ

英
ひで

 氏 大
おお

島
しま

 　悟
さとし

 氏

深
ふか

井
い

 一
いち

郎
ろう

 氏 日
く さ か べ

下部 好
よし

克
かつ

 氏

金
かな

窪
くぼ

 　実
みのる

 氏 岡
おか

村
むら

 宏
こう

一
いち

 氏

熊
くま

倉
くら

 　豊
ゆたか

 氏 島
しま

村
むら

 忠
ただ

雄
お

 氏

伊
い

草
ぐさ

 俊
とし

行
ゆき

 氏 渡
わた

邉
なべ

 　繁
しげる

 氏

関
せき

根
ね

 武
たけ

男
お

 氏 並
なみ

木
き

 孝
たか

之
ゆき

 氏

議員議案・決議・人事

議員議案

人　事
決
　
議

宮代町議会ハラスメント根絶条例
� 〈全会一致で可決〉

町
民
か
ら
負
託
を
受
け
た
町
議
会
議
員
は
、
町

政
に
携
わ
る
権
能
と
責
務
を
深
く
自
覚
し
、
地
方

自
治
の
本
旨
で
あ
る
公
共
の
福
祉
の
増
進
を
体

現
す
る
と
と
も
に
、
住
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し

て
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
は
相
手
の
人
格
及
び
尊
厳
を

侵
す
人
権
問
題
で
あ
る
。
特
に
議
員
に
よ
る
町
職

員
へ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
町
民
の
代
表
で
あ
る

議
員
と
町
民
へ
の
奉
仕
者
で
あ
る
町
職
員
と
言

う
立
場
か
ら
、
顕
在
化
し
に
く
い
上
に
、
不
当
に

町
職
員
の
尊
厳
を
傷
つ
け
、
最
悪
の
場
合
、
回
復

不
能
な
肉
体
的
、
精
神
的
な
被
害
を
も
た
ら
す
。

ひ
い
て
は
人
材
の
喪
失
、
行
政
の
停
滞
を
招
く
こ

と
に
な
り
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
、
並
び

に
宮
代
町
議
会
に
対
す
る
社
会
的
信
用
の
失
墜

に
つ
な
が
る
こ
と
と

な
り
、
町
全
体
が
受

け
る
損
害
は
計
り
知

れ
な
い
。

よ
っ
て
、
宮
代
町

議
会
は
議
員
に
よ
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根

絶
と
未
然
防
止
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
町

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る

議
会
の
実
現
に
資
す

る
こ
と
を
決
意
し
、

こ
の
条
例
を
制
定
す

る
。

全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。
任

期
は
令
和
11
年
１
月
22
日
ま
で
。

令
和
６
年
11
月
８
日
、
宮
代
町
議
会
議
員
の
佐
藤
将
行
議
員
に
対
し
、
最
高
裁
判
所
の
判
決
で
上
告

を
棄
却
と
し
、
建
造
物
不
退
去
罪
が
確
定
と
な
る
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
。
佐
藤
将
行
議
員
は
、
当
選
前
の

令
和
４
年
12
月
、
役
場
の
閉
庁
間
際
に
25
通
の
情
報
公
開
請
求
を
行
い
、
必
要
性
の
な
い
当
日
中
の
受
領

書
の
交
付
を
求
め
、
退
去
要
求
に
従
わ
ず
建
造
物
不
退
去
罪
で
逮
捕
さ
れ
た
。
一
審
の
さ
い
た
ま
地
方
裁

判
所
判
決
で
罰
金
10
万
円
を
不
服
と
し
て
控
訴
、

二
審
の
東
京
高
等
裁
判
所
判
決
で
控
訴
棄
却
を

不
服
と
し
て
上
告
、
最
高
裁
判
所
判
決
で
上
告

棄
却
と
な
り
建
造
物
不
退
去
罪
が
確
定
。
そ
の

後
、
何
ら
釈
明
も
な
く
謝
罪
文
の
提
出
も
な
い
。

町
民
の
負
託
を
受
け
た
厳
粛
な
議
会
へ
の
信
頼

と
品
位
を
著
し
く
傷
つ
け
、
政
治
的
道
義
的
責

任
は
免
れ
ず
、
宮
代
町
議
会
は
、
佐
藤
将
行
議

員
に
対
し
て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
り
議
員
を
辞

職
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。�

（
要
旨
）

条
例
タ
イ
ト
ル
の
根

絶
と
い
う
文
言
に
は
、

議
員
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
二
度
と
起
こ
さ

な
い
と
い
う
私
達
の
強

い
意
志
を
表
現
し
た
。

今
後
も
議
会
改
革
を
推

進
し
住
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
寄
与
す
る
こ
と
を

要
望
し
、
賛
成
す
る
。

塚
村 

香
織 

議
員

賛
成
討
論
討
論

議
員
が
議
会
内
で
不

適
切
な
言
動
を
す
れ
ば

懲
罰
の
対
象
。
し
か
し
、

町
民
の
時
の
行
為
を
議

員
辞
職
勧
告
決
議
に
は

値
し
な
い
と
判
断
す
る
。

丸
藤 

栄
一 

議
員

反
対
討
論
討
論

町
民
の
時
の
事
件
で

あ
る
が
、
現
職
議
員
と

し
て
有
罪
が
確
定
し
た
。

公
職
に
就
く
者
と
し
て

責
任
を
取
る
べ
き
と
考

え
賛
成
と
す
る
。

野
原 

洋
子 

議
員

賛
成
討
論
討
論

佐
藤
将
行
議
員
に
対
す
る
議
員
辞
職
勧
告

決
議�

〈
賛
成
11
、
反
対
１
〉

教
育
委
員
に

山や
ま

田だ 

鋭と
き

生お

氏
を
任
命
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請
　
願

請
　
願

令
和
７
年
度
に
お
け
る
組

織
改
編
に
伴
い
、
町
の
課
題

に
対
し
て
よ
り
迅
速
に
対
応

す
る
た
め
、
町
民
生
活
課
を

「
地
域
支
援
課
」
と
「
暮
ら

し
安
全
課
」
に
、
ま
ち
づ
く

り
建
設
課
を
「
ま
ち
づ
く
り

建
設
課
」
と
「
未
来
の
ま
ち

整
備
課
」
に
そ
れ
ぞ
れ
分
割

し
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
組
織
へ

改
変
し
ま
す
。�

（
要
旨
）

国
保
財
政
の
健
全
、
か
つ

安
定
的
な
制
度
運
営
を
目
指

し
て
、
埼
玉
県
の
標
準
保
険

税
率
を
参
考
に
、
国
民
健
康

保
険
税
の
課
税
限
度
額
の
引

き
上
げ
を
行
い
ま
す
。
高
所

得
層
か
ら
多
く
の
負
担
を
い

た
だ
き
、
中
間
所
得
層
の
被

保
険
者
の
負
担
を
軽
減
し
ま

す
。�

（
要
旨
）

令
和
２
年
に
発
生
し
た
進
修
館
駐
車
場
長
期
駐
車
車
両
に
つ
い
て
、
佐
藤

将
行
議
員
は
令
和
６
年
３
月
定
例
会
、
６
月
定
例
会
、
９
月
定
例
会
に
お
い

て
当
該
車
両
使
用
者
が
進
修
館
指
定
管
理
者
で
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

Ｍ
Ｃ
Ａ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
代
表
の
「
知
人
」「
お
子
様
の
友
達
」
を
優
遇

し
た
「
事
件
」
と
し
て
持
論
を
展
開
し
て
い
る
が
、
事
実
無
根
で
あ
る
事
は

明
白
で
あ
る
。
そ
の
発
言
等
に
よ
り
、
当
法
人
は
風
評
被
害
を
被
っ
て
お
り
、

名
誉
毀
損
に
も
該
当
す
る
と
考
え
る
た
め
、佐
藤
将
行
議
員
の
言
う
「
事
実
」

の
具
体
的
根
拠
の
提
示
と
一
連
の
発
言
及
び
議
事
録
、
議
会
だ
よ
り
の
掲
載

内
容
に
関
わ
る
事
実
関
係
の
調
査
を
求
め
る
。�

（
要
旨
）

学
校
給
食
は
、
学
校
教
育
の
一
環
で
あ

り
、
心
も
身
体
も
豊
か
に
成
長
・
発
達
す

る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
柱
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
埼
玉
県
で
も
、
無

償
化
を
実
施
す
る
自
治
体
が
広
が
っ
て
い

る
。
安
心
し
て
、
子
育
て
が
で
き
る
宮
代

町
に
す
る
た
め
、「
小
中
学
校
給
食
無
償

化
」
の
実
施
を
求
め
る
。�

（
要
旨
）

メ
リ
ッ
ト 

公
園
や
歩
道
な
ど
除
草

作
業
の
担
い
手
不
足
の
改
善
。

将
来
的
な
歳
入
確
保
の
た
め
、

建
築
行
政
や
区
画
整
理
、
土

地
利
用
の
推
進
を
す
る
。

丸
藤 

栄
一 

議
員

反
対
討
論
討
論

車
の
所
有
者
と
指
定
管
理

者
が
知
り
合
い
の
た
め
、
駐

車
を
容
認
し
て
い
た
か
の
よ

う
な
誤
解
を
与
え
る
こ
と
は

問
題
で
あ
り
、
調
査
が
必
要
。

泉 

伸
一
郎 

議
員

賛
成
討
論
討
論

丸
藤
栄
一 

議
員

賛
成
討
論
討
論

福
澤 

和
美 

議
員

反
対
討
論
討
論

佐
藤
将
行
議
員
に
よ
る
進
修
館
駐
車
場
長
期
駐
車
車
両

に
関
す
る
宮
代
町
議
会
一
般
質
問
に
お
け
る
一
連
の
発

言
及
び
議
事
録
、
並
び
に
議
会
だ
よ
り
へ
の
掲
載
内
容

に
関
わ
る
事
実
関
係
の
調
査
を
求
め
る
請
願
書

�

〈
全
会
一
致
で
可
決
〉

小
中
学
校
給
食
無
償
化
を
求
め
る
請
願
書

�

〈
賛
成
２
、
反
対
11
〉

〈
賛
成
12
、
反
対
１
〉

〈
賛
成
9
、
反
対
4
〉

条例改正・請願

宮
代
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

宮
代
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

格
差
と
貧
困
が
広
が
り
、

ま
た
、物
価
高
騰
の
中
、安
全 

な
地
元
野
菜
の
活
用
と
学
校 

給
食
の
無
償
化
の
実
現
は
、

多
く
の
保
護
者
の
願
い
で
す
。

給
食
無
償
化
自
体
は
賛
成

で
あ
る
が
国
の
助
成
が
必
要
。

本
請
願
は
町
財
政
で
の
完
全

無
償
化
。
年
額
約
１
億
円
を

毎
年
確
保
は
現
実
的
で
は
な
い
。

国
保
加
入
者
は
低
所
得
者

が
多
く
、
国
保
税
が
高
す
ぎ

て
払
え
な
い
。
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
を
行
い
、
高

す
ぎ
る
国
保
税
を
軽
減
す
べ

き
。
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一般質問項目一覧
小島 あけみ 議員
❶ 誰もが投票しやすい環境整備
❷ 空き家問題
❸ ペット防災の周知
④ 給食センター調理室の環境整備
川野 武志 議員
❶ 和戸駅西側地区への定住促進
❷ 令和７年度予算編成
❸ はらっパーク宮代の知名度アップ

P7

鈴木 次男 議員
❶ 一人ひとりが自覚を持って進めるごみの減量化と

資源化
❷ 新しい須賀小学校地域拠点施設
土渕 保美 議員
❶ 消防団活動
② スポーツフェスティバル
❸ 町内商工業の振興
④ 病院誘致

P8

合川 泰治 議員
❶ 助け合い活動への支援を
❷ 須賀小学校建設にクラウドファンディングの活用を
③ 公共施設へのネーミングライツの導入を
❹ 二地域居住への取り組みは
⑤ 観光協会設立はどうなったのか
塚村 香織 議員
❶ 手話言語条例制定後の取組み
❷ 新しい村のリニューアル
❸ 地域包括支援センターの今後の役割

P10

丸藤 栄一 議員
❶ 学校給食費の無償化を
❷ 国民健康保険加入者の負担軽減を
③ 現行の健康保険証の存続を
泉 伸一郎 議員
❶ マイナ保険証の普及
❷ 地域公共交通
❸ リチウム畜電池の回収
❹ フューチャー・デザイン手法の導入

P11

佐藤 将行 議員
❶ 山崎アーチェリー場
❷ 禁煙及び喫煙所問題
❸ 循環バス
④ 議事録作成のＡＩ化
❺ 公文書公開制度における通達問題

 山妙子 議員
❶ 公共交通
❷ 東武動物公園駅西口への病院誘致と公設医療セン

ター六花
③ 予算の使い方と地域への再依頼
❹ 防犯灯・防犯カメラの設置
⑤ 公立保育園での定額制紙おむつの導入

P12

一般質問とは、各議員が町の政策に対し、そ
の執行の状況や将来の方針などについて報告を
求めたり、政策的提言や行政の課題などを執行
者に直接質問することです。

ここに掲載したものは、質問・答弁ともに質
問者がまとめたダイジェストです。詳しくは
QR コードより録画配信をご覧ください。

町町のの考え考えをを問う問う！！

野原 洋子 議員
❶ 「ＬＧＢＴ理解増進法」が、成立したが、当町の

見解と対処は
❷ ＩＣＴ学習を取り入れてきた学力向上の成果
③ 中一の壁、中一ギャップに苦慮している子供たち
❹ 新しい村リニューアルによる新事業、企画、設備
⑤ 大災害や有事の際の対応は
福澤 和美 議員
❶ 宮代町役場職員の働きがい向上に向けて
❷ 宮代町の小学校行事
❸ 町内の大雨の際に浸水被害が報告されている箇所

の対策と避難所で浸水の可能性がある場所は
❹ 和戸踏切立体交差事業説明会

P9

一般質問は 12月 2日、4日、5日
の３日間で行いました。
※項目一覧の順番は抽選順です。
※�白抜き数字は掲載された質問、それ以外は紙

面の都合により掲載できなかったものです。

※�金子正志議員は体調不良のため、12月議会の一般質問には
出席できませんでした。

　よって議会だよりに掲載されません。
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一般質問ダイジェスト

和戸駅西側地区への定住促進は

川
かわの
野 武

たけし
志 議員

誰もが投票しやすい環境整備を

障
が
い
者
や
高
齢
者

な
ど
が
投
票
に
行
き
や

す
い
環
境
整
備
の
考
え

は
。総

務
課
長

投
票
に
支
援
が
必
要

な
方
が
ス
ム
ー
ズ
に
投

票
で
き
る
よ
う
に
、
代

筆
し
て
欲
し
い
な
ど
の

意
思
を
カ
ー
ド
で
伝
え

る「
投
票
支
援
カ
ー
ド
」

を
導
入
す
る
。　

外
出
が
困
難
な
方
へ

の
移
動
支
援
は
。

総
務
課
長

近
隣
の
状
況
や
費
用

「投票支援カード」を導入する

な
ど
を
調
査
し
た
う
え

で
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。

空
き
家
対
策

空
き
家
実
態
調
査
の

進し
ん

捗ち
ょ
く

状
況
は
。

環
境
資
源
課
長

町
内
全
域
の
現
地
調

査
を
終
え
、
今
後
は
所

有
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
、
空
き
家

件
数
の
精
査
と
今
後
の

意
向
な
ど
の
確
認
を
進

め
て
い
く
。

「
住
ま
い
の
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
の

活
用
は
。

環
境
資
源
課
長

空
き
家
対
策
の
一
環

と
し
て
活
用
を
進
め
て

い
く
。

ペ
ッ
ト
の
防
災

ペ
ッ
ト
に
対
す
る
防

災
に
つ
い
て
も
っ
と
周

知
す
べ
き
で
は
。

環
境
資
源
課
長

情
報
発
信
を
拡
充
し

理
解
促
進
を
図
る
。

選挙権は平等！誰もが投票できる社会に

定
住
促
進
に
関
す
る

取
組
み
は
。

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

須
賀
小
学
校
は
学
校

の
機
能
に
加
え
、
地
域�

拠
点
の
機
能
を
併
せ
も�

っ
た
施
設
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
る
こ
と
で
、

地
域
の
魅
力
ア
ッ
プ
に

繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

和
戸
駅
西
口
開
設
と

残
土
の
山
の
解
消
に
対

す
る
町
長
の
決
断
は
。

町
長

和
戸
駅
西
側
の
開
発

に
合
わ
せ
て
、
駅
の
開

必要な対策を積極的に講じる

設
も
実
現
で
き
る
よ
う

に
努
力
す
る
。
残
土
の

山
の
解
消
に
つ
い
て
も
、

農
用
地
区
域
か
ら
の
除

外
を
前
提
に
、
民
間
が

参
入
し
や
す
い
条
件
調

査
を
至
急
行
う
。

来
年
度
の
予
算
編
成

予
算
編
成
に
向
け
た

町
長
の
基
本
的
な
考
え

は
。町

長
「
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
」
を
基

本
と
し
、
組
織
体
制

の
見
直
し
な
ど
に
よ
り

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
。
ま
た
安
定
し

た
歳
入
確
保
に
向
け
て
、

全
職
員
で
取
り
組
む
。

は
ら
っ
パ
ー
ク
宮
代
の

知
名
度
ア
ッ
プ
は

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
開

催
の
考
え
は
。

町
長

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

で
き
る
と
確
信
し
、
挑

戦
し
て
い
き
た
い
。

子育て環境に恵まれた和戸駅西側地区

小
こじま
島 あけみ 議員
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一般質問ダイジェスト

プラごみの資源化はどうなる！

令
和
９
年
度
か
ら
燃

や
せ
る
ご
み
と
資
源
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
一
つ

の
袋
で
収
集
し
、
焼
却

処
理
を
す
る
が
そ
の
理

由
は
。

環
境
資
源
課
長

一
般
廃
棄
物
の
う
ち
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
除
く

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
処

理
に
つ
い
て
は
、
マ
テ

リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
が

理
想
で
あ
る
が
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
マ
テ
リ
ア

ル
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す

プラごみでエネルギー回収を

る
現
状
を
考
慮
し
、
新

施
設
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
は
焼
却
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
回
収
を
行
う
方

針
で
あ
る
。

須
賀
小
学
校
地
域
拠
点

新
し
い
須
賀
小
学
校

の
安
全
確
保
は
。

教
育
推
進
課
長

児
童
の
主
な
生
活
空

間
と
な
る
普
通
教
室
を

2
階
に
、
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
1

階
に
配
置
し
、
階
層
を

分
離
す
る
こ
と
で
、
教

育
環
境
や
安
全
の
確
保

を
図
る
。

森
林
環
境
譲
与
税
を

使
っ
て
、
教
育
に
生
か

せ
な
い
か
。

教
育
推
進
課
長

埼
玉
県
産
の
材
木
の

購
入
を
検
討
し
て
い
る
。

購
入
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
交

流
、
環
境
教
育
の
一
環

と
し
て
、
森
林
に
植
樹

を
す
る
こ
と
は
、
十
分

に
可
能
性
が
あ
る
。

令和９年度に完成する久喜市の新しいごみ処理施設

なり手不足が深刻な問題の消防団

全
国
的
に
消
防
団
員

の
な
り
手
不
足
が
深
刻

な
問
題
だ
が
、
当
町
に

お
い
て
欠
員
は
あ
る
の

か
。
ま
た
、
そ
れ
に
対

し
て
の
周
知
方
法
並
び

に
手
当
や
活
動
に
対
す

る
町
の
考
え
は
。

町
民
生
活
課
長

欠
員
は
９
名
で
、
周

知
に
対
し
庁
舎
内
の
掲

示
板
な
ど
や
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
、
活
動
報

告
と
共
に
団
員
募
集
を

行
っ
て
い
る
。
報
酬
や

手
当
は
近
隣
と
の
状
況

非常に意味のある存在

に
基
づ
い
て
現
在
改
正

の
予
定
は
な
い
。
消
防

団
活
動
は
町
民
の
安
心
・

安
全
を
第
一
に
捉
え
非

常
に
意
味
の
あ
る
存
在

で
あ
る
。

町
内
商
工
業
の
振
興

須
賀
小
学
校
の
建
て

替
え
工
事
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
当
町
も
Ｊ
Ｖ

を
組
ん
で
施
工
す
べ
き

で
は
。
ま
た
、
細
分
化

さ
れ
た
入
札
方
法
を
採

用
す
る
考
え
は
。

教
育
推
進
課
長

現
在
は
基
本
設
計

の
段
階
で
発
注
方
法
の

具
体
的
な
検
討
は
ま
だ

行
っ
て
い
な
い
。
一
般

競
争
入
札
が
原
則
と
な

る
が
地
元
事
業
者
の
健

全
育
成
の
観
点
か
ら
、

Ｊ
Ｖ
へ
の
発
注
や
総
合

評
価
方
式
に
よ
る
入
札
、

特
記
仕
様
書
に
地
元
業

者
を
優
先
し
選
定
す
る

こ
と
を
記
載
す
る
な
ど
、

適
切
な
方
法
を
検
討
し

て
い
く
。

消防団統一訓練による防水訓練の様子

土
つちぶち
渕 保

やすみ
美 議員

鈴
すずき
木 次

つぎお
男 議員
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一般質問ダイジェスト

LGBT 理解増進法の見解と対処は

ア
メ
リ
カ
で
２
０…

２
０
年
に「
性
別
違
和
」

と
診
断
さ
れ
た
子
ど
も

と
10
代
の
若
者
は
、
２…

０
１
７
年
の
３
倍
近
く

増
え
て
い
る
。
当
町
の

教
育
状
況
は
。

教
育
推
進
課
長

小
学
校
で
は
道
徳
で

相
互
理
解
と
寛
容
、
公

正
・
公
平
に
つ
い
て

の
教
材
を
低
学
年
か
ら

扱
っ
て
い
る
。
中
学
校

で
は
社
会
科
で
性
の
多

様
性
を
、
保
健
体
育
で

は
性
と
の
向
き
合
い
方

国が定める教育の方向性に従う

の
理
解
を
深
め
て
い
る
。

海
外
で
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
増
え
批

判
さ
れ
て
い
る
、
包
括

的
性
教
育
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

勧
誘
教
育
に
な
る
恐
れ

は
な
い
か
。
海
外
の
悪

し
き
後
追
い
を
す
る
の

か
。教

育
長

肯
定
的
、
批
判
的
な

意
見
が
あ
る
が
、
国
が

定
め
る
教
育
の
方
向
性

に
従
う
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
習
の
先
進

国
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
が
学
力
低
下
に
よ
り

取
り
や
め
て
い
る
が
、

当
町
は
ど
う
か
。

教
育
長

施
策
の
違
い
が
あ
り

比
較
は
で
き
な
い
。

新
し
い
村
の
新
事
業

他
自
治
体
で
人
気
の

除
草
ヤ
ギ
の
レ
ン
タ
ル

事
業
は
い
か
が
か
。

現
段
階
で
は
考
え
て

い
な
い
が
他
自
治
体
を

参
考
に
し
て
い
く
。

理解は大事だが、「性別違和」をあおってはならない

役場職員の働きがい向上に向けて

役
場
職
員
の
働
き
や

す
い
環
境
整
備
は
。

総
務
課
長

名
札
変
更
、
通
年
軽

装
化
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制
度
、
時
間
外
勤

務
縮
減
、
令
和
６
年
度

中
に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

制
度
な
ど
を
導
入
し
て

い
る
。

町
内
小
学
校
行
事

小
学
校
４
校
の
陸
上

競
技
大
会
の
再
開
は
。

教
育
推
進
課
長

自
分
の
記
録
向
上
に

ワークライフバランスの充実図る

向
け
て
全
員
が
挑
戦
で

き
る
校
内
陸
上
記
録
会

と
し
て
今
後
も
行
う
。

須
賀
小
運
動
会
で
の

６
年
生
鼓
笛
発
表
は
。

教
育
推
進
課
長

ク
ラ
ブ
活
動
に
移
行

し
、
希
望
す
る
児
童
が

主
体
的
に
参
加
で
き
る

形
に
し
た
。

水
害
時
の
避
難
所

浸
水
の
可
能
性
が
あ

る
避
難
所
は
。

町
民
生
活
課
長

笠
原
小
学
校
、
日
本

工
業
大
学
、
建
物
の
な

い
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
場
合

は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
は
水
害
時
の
指
定
避

難
所
に
な
っ
て
い
な
い
。

和
戸
立
体
交
差
事
業

副
道
の
計
画
見
直
し

案
が
提
示
さ
れ
た
が
。

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

副
道
の
両
側
を
５
ｍ

ず
つ
拡
幅
し
、
左
右
10

ｍ
の
副
道
案
の
説
明
会

が
あ
っ
た
。

宮代町の雰囲気や庁舎に魅力を感じ町外の職員も！

野
のはら
原 洋

ようこ
子 議員

※産経新聞出版「トランスジェンダーになりたい少女たち」

福
ふくざわ
澤 和

かずみ
美 議員

※
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一般質問ダイジェスト

助け合い活動への支援を

既
存
団
体
へ
の
支
援

は
。健

康
介
護
課
長

団
体
か
ら
の
相
談
な

ど
へ
の
助
言
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
中
で
も
外�

出
の
付
き
添
い
、
送
迎

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ

調
査
の
結
果
か
ら
も
、

町
と
し
て
早
急
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

須
賀
小
学
校
建
設
に

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
活
用
を
。

早急に取り組む必要がある

教
育
推
進
課
長

令
和
５
年
の
11
月
か

ら
令
和
６
年
の
２
月
を

期
間
と
し
て
、
ふ
る
さ

と
納
税
に
よ
る
支
援
の

募
集
を
始
め
た
。

銘
板
の
設
置
は
ど
う

か
。教

育
推
進
課
長

寄
付
す
る
方
に
と
っ

て
記
念
に
残
る
良
い
方

法
だ
と
思
う
。
設
置
箇

所
や
ル
ー
ル
な
ど
を
確

認
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

二
地
域
居
住
へ
の
取

り
組
み
を
。

企
画
財
政
課
長

二
地
域
居
住
と
は
、

主
な
生
活
拠
点
と
は
別

の
特
定
の
地
域
に
生
活

拠
点
を
設
け
る
暮
ら
し

方
で
あ
る
。

本
制
度
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
第
５
次
総
合

計
画
な
ど
内
容
の
充
実

と
財
源
確
保
を
図
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
の
で
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

困った時はお互い様を合言葉に

手話言語条例制定後の取組は

手
話
に
関
す
る
講
演

会
開
催
の
考
え
は
。

福
祉
課
長

単
独
開
催
の
予
定
は

な
い
が
、
奉
仕
員
養
成

講
座
の
特
別
講
演
を
一

般
の
方
が
聴
け
る
よ
う

調
整
し
検
討
す
る
。

東
京
２
０
２
５
デ
フ

リ
ン
ピ
ッ
ク
※
周
知
を

学
校
で
す
る
考
え
は
。

福
祉
課
長

町
内
の
子
ど
も
た
ち

へ
の
周
知
方
法
は
時
期

も
含
め
、
実
施
で
き
る

よ
う
検
討
す
る
。

手話団体と協力し推進していく

新
し
い
村
の
今
後

一
歩
進
ん
だ
農
業
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
場
と

し
て
、
循
環
型
ト
イ
レ

を
導
入
し
液
肥
を
活
用

し
た
無
農
薬
野
菜
を
推

進
す
る
考
え
は
。

産
業
観
光
課
長

作
業
効
率
を
考
え
検

討
し
て
い
く
。

進
修
館
レ
ン
タ
ル
サ

イ
ク
ル
に
新
し
い
村
の

ク
ー
ポ
ン
券
を
付
け
る

考
え
は
。

産
業
観
光
課
長

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
に
付

け
る
検
討
を
し
て
い
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー今

年
４
月
か
ら
南
北

圏
域
２
拠
点
の
設
置
に

な
る
が
、
地
域
外
の
利

用
も
可
能
な
の
か
。

健
康
介
護
課
長

基
本
的
に
は
住
所
で

し
っ
か
り
担
当
を
分
け

る
。
難
し
い
場
合
は
対

応
す
る
。

社会を変える可能性のあるデフリンピックは 100 周年

※デフリンピックとは  国際的な「きこえない・きこえにくい人のためのオリンピック」。

合
あいかわ
川 泰

たいじ
治 議員

塚
つかむら
村 香

かおり
織 議員
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一般質問ダイジェスト

国保税の値上げは中止を

町
長
は
、
12
月
議
会

に
国
民
健
康
保
険
税
の

値
上
げ
案
を
提
出
し
た
。

１
人
当
た
り
と
１
世
帯

当
た
り
の
国
保
税
額
は

ど
う
な
る
の
か
。

住
民
課
長

１
人
当
た
り
９
万
４�

８
２
１
円
か
ら
10
万�

２
５
３
０
円
へ
、
７
７�

０
９
円
の
増
額
。
ま
た
、�

１
世
帯
当
た
り
13
万�

５
５
４
２
円
か
ら
14�

万
６
５
６
０
円
へ
、
１�

万
１
０
１
８
円
の
増
額

と
な
る
。

医療費を下げていく対策に取り組む

国
保
加
入
者
の
多
く

は
低
所
得
者
で
あ
る
。

物
価
高
騰
が
国
保
加
入

者
の
暮
ら
し
や
営
業
を

直
撃
し
て
い
る
時
に
、

国
保
税
を
値
上
げ
す
る

べ
き
で
は
な
い
。

町
長

赤
字
解
消
を
考
え
て

値
上
げ
の
お
願
い
を
し
て

い
る
。
宮
代
町
は
医
療
費

が
高
い
の
で
、
高
血
圧
や

糖
尿
病
の
対
策
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

学
校
給
食
費
無
償
化
を

給
食
費
の
無
償
化
に

必
要
な
財
政
負
担
は
。

教
育
推
進
課
長

約
１
億
１
０
０
０
万

円
の
財
政
負
担
が
毎
年

発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

財
政
負
担
が
厳
し
い

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

第
２
子
、
第
３
子
へ
の

一
部
無
償
化
の
考
え
は
。

町
長

第
３
子
な
ど
一
歩
一

歩
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

国保税が高い！加入者が悲鳴

地域に根差した公共交通の構築を

地
域
公
共
交
通
へ
の

今
後
の
町
の
取
組
は
。

企
画
財
政
課
長

ど
の
よ
う
な
公
共
交

通
の
形
が
一
番
効
果
的

な
の
か
「
リ
・
デ
ザ
イ

ン
」
が
必
要
と
考
え
る
。

循
環
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

に
限
ら
ず
、
デ
マ
ン
ド

交
通
や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

な
ど
、
移
動
手
段
の
方

法
を
考
え
て
い
く
。

マ
イ
ナ
保
険
証

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利

用
促
進
と
取
得
支
援
は
。

効果的な移動手段を再構築したい

住
民
課
長

「
休
日
交
付
予
約
」
を

10
月
か
ら
町
公
式
ラ
イ

ン
で
行
え
る
よ
う
に
し

た
。
マ
イ
ナ
保
険
証
利

用
で
の
メ
リ
ッ
ト
や
利

用
の
仕
方
な
ど
を
チ
ラ

シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

広
報
で
周
知
し
て
い
る
。

蓄
電
池
の
適
正
回
収

リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池
の

適
正
な
回
収
状
況
は
。

環
境
資
源
課
長

令
和
３
年
４
月
に
内

容
を
拡
充
し
て
公
共
収

集
を
行
っ
て
い
る
。
引

き
続
き
、
分
別
徹
底
の

周
知
に
努
め
て
い
く
。

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ

ザ
イ
ン
※
の
導
入
は
。

企
画
財
政
課
長

長
期
課
題
を
解
決
す

る
際
に
有
効
な
手
法
の

一
つ
と
言
わ
れ
て
お
り
、

計
画
に
応
じ
て
活
用
を

考
え
て
い
く
。

町
長

将
来
を
見
据
え
、
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
。

公共交通の要となっている循環バス

 泉
いずみ
 伸
しんいちろう
一郎 議員

※フューチャーデザインとは  将来世代の視点を取り入れて、持続可能な社会の構築を目指す手法。

丸
がんどう
藤 栄

えいいち
一 議員
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一般質問ダイジェスト

町は条例違反を放置しているが？

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
で
、

条
例
違
反
の
利
用
や
窃

盗
事
件
が
あ
っ
た
が
、

町
は
一
切
公
表
し
な
い
。

幸
い
事
故
に
は
至
っ
て

い
な
い
が
、
町
の
管
理

体
制
を
伺
う
。

教
育
推
進
課
長

こ
れ
ま
で
長
年
、
管

理
運
営
全
般
を
【
み
や

し
ろ
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

連
盟
】
へ
任
せ
っ
き
り

に
し
て
い
た
こ
と
は
事

実
。
そ
の
結
果
、
会
長

交
代
や
窃
盗
事
件
時
に

破
損
さ
れ
た
鍵
ケ
ー
ス

違反につき、把握・認識している

の
所
有
権
な
ど
に
関
し
、

町
が
把
握
で
き
な
か
っ

た
問
題
な
ど
を
認
識
し
、

検
討
を
始
め
た
。

駅
西
口
を
禁
煙
地
区

に
と
長
年
提
案
し
続
け

て
き
た
が
、
縦
割
り
行

政
を
理
由
に
検
討
す
ら

さ
れ
な
か
っ
た
。
担
当

課
は
い
く
つ
か
。

健
康
介
護
課
長

５
課
で
あ
る
。

ぐ
る
る
宮
代
へ
は
久

喜
市
民
の
利
用
者
が
多

い
。
そ
こ
で
、
久
喜
市

の
バ
ス
を
ぐ
る
る
へ
乗

り
入
れ
る
よ
う
、
町
か

ら
久
喜
市
へ
の
提
案
は
。

企
画
財
政
課
長

検
討
は
行
う
。

通
達
に
よ
る
公
文
書

公
開
制
度
の
見
直
し
と
、

控
え
を
手
書
き
で
作
成

す
る
と
い
う
問
題
改
善

の
進し

ん

捗ち
ょ
くは
。

総
務
課
長

課
題
と
し
て
認
識
し

て
お
り
、
今
年
度
、
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
。

アーチェリー場窃盗事件で、町はまたもや町民へ知らせず！

駅前などに防犯カメラの設置を

駅
前
な
ど
に
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
が
必
要
。

町
の
考
え
は
。

町
民
生
活
課
長

４
月
に
安
心
安
全
ま�

ち
づ
く
り
推
進
事
業
補�

助
金
交
付
要
綱
を
見
直�

し
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
購

入
費
の
補
助
を
メ
ニ
ュ
ー�

に
追
加
し
た
。
今
後
は

人
が
集
ま
る
場
所
、
ま

た
危
険
個
所
な
ど
へ
の

設
置
に
つ
い
て
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

公
設
宮
代
医
療
福
祉

セ
ン
タ
ー
六
花

前向きに検討していきたい

町
民
の
要
望
に
十
分

応
え
ら
れ
る
病
院
に
す

る
考
え
は
。

健
康
介
護
課
長

六
花
は
、
入
所
者
が

生
き
が
い
を
も
っ
て
暮

ら
せ
る
よ
う
な
や
す
ら

ぎ
を
届
け
る
施
設
で
あ

る
。
さ
ら
な
る
充
実
や
、

町
民
に
十
分
応
え
ら
れ

る
地
域
の
病
院
に
な
る

よ
う
継
続
的
に
働
き
か

け
る
。

町
民
が
信
頼
し
て
使

え
る
施
設
に
す
る
た
め

に
は
。

町
長

診
療
時
間
な
ど
を
含

め
、
今
ま
で
の
六
花
の

在
り
方
を
し
っ
か
り
と

見
直
し
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
。

公
共
交
通

バ
ス
会
社
と
の
契
約

と
見
通
し
は
。

企
画
財
政
課
長

現
在
運
行
の
朝
日
自

動
車（
株
）を
選
定
。
３

年
間
契
約
で
一
部
減
便

と
な
る
。

和戸駅前は暗く人通りが少なく犯罪場所になりやすい

佐
さとう
藤 将

まさゆき
行 議員

まるやま
山 妙

たえこ
子 議員
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議案に対する各議員の賛否
議

案

番

号

議　　案 主な内容
議

決

結

果

無会派 公明党 令和新風の会 議 

長６人 ２人 ５人
佐
藤　
将
行

丸
藤　
栄
一

山　
妙
子

福
澤　
和
美

野
原　
洋
子

金
子　
正
志

小
島
あ
け
み

泉　
伸
一
郎

鈴
木　
次
男

合
川　
泰
治

塚
村　
香
織

土
渕　
保
美

川
野　
武
志

田
島　
正
徳

62 専決処分の承認を求めること ☞ P3 承
認〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

63 課設置条例の一部を改正する条例 ☞ P5 可
決● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

64 国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ☞ P5 可
決● ● 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

65 地域包括支援センターの職員等に係る基準を定める条例の
一部を改正する条例 人員基準の緩和 可

決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

66 国民健康保険出産費基金設置及び資金貸付条例を廃止する
条例

利用実績が無いことから条
例廃止

可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

67 指定管理者の指定 契約期間満了に伴い、新指
定管理者選定(学童保育所)

可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

68 教育委員会の委員の任命につき同意を求めること ☞ P4 同
意〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

69 農業委員会の委員の任命につき同意を求めること ☞ P4 同
意● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

70 農業委員会の委員の任命につき同意を求めること ☞ P4 同
意〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

71 農業委員会の委員の任命につき同意を求めること ☞ P4 同
意〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

72 農業委員会の委員の任命につき同意を求めること ☞ P4 同
意● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

73 農業委員会の委員の任命につき同意を求めること ☞ P4 同
意〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

74 農業委員会の委員の任命につき同意を求めること ☞ P4 同
意● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

75 農業委員会の委員の任命につき同意を求めること ☞ P4 同
意〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

76 農業委員会の委員の任命につき同意を求めること ☞ P4 同
意● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

77 農業委員会の委員の任命につき同意を求めること ☞ P4 同
意〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

78 農業委員会の委員の任命につき同意を求めること ☞ P4 同
意〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

79 農業委員会の委員の任命につき同意を求めること ☞ P4 同
意〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

80 農業委員会の委員の任命につき同意を求めること ☞ P4 同
意〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

81 農業委員会の委員の任命につき同意を求めること ☞ P4 同
意● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

82 農業委員会の委員の任命につき同意を求めること ☞ P4 同
意● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

83 令和 6 年度一般会計補正予算（第 3 号） ☞ P2・P3 可
決● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

84 令和 6 年度国民健康保険特別会計補正予算（第 3 号） 保険給付費増額による追加 可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

85 令和 6 年度介護保険特別会計補正予算（第 2 号） 高齢者等給食サービス業務
等の追加

可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

86 令和 6 年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2 号） 債務負担行為として収納業
務委託契約の追加

可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

議員 2 議会ハラスメント根絶条例 ☞ P4 可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

議員 3 議会改革特別委員会の設置 議会改革特別委員会設置 撤
回 原 案 撤 回 −

決議１ 佐藤将行議員に対する議員辞職勧告決議 ☞ P4 可
決退 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

請願３ 小中学校給食無償化を求める請願書 ☞ P5
不
採
択

〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● −

請願４ 進修館駐車場長期駐車車両に関する佐藤将行議員の一般質
問における事実関係の調査を求める請願書 ☞ P5 採

択退 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 −

○賛成　●反対　退 退席　−議長は表決に加わらない

一部事務組合の令和５年度決算
広域利根斎場組合
（火葬場・葬祭の運営）

3 億 284 万円
（前年度比 5.7％減）

町の負担額　1,265 万円

埼玉東部消防組合
（消防・救急の広域行政）

59 億 8,401 万円
（前年度比 0.87％減）

町の負担額　5 億 1,312 万円

久喜宮代衛生組合
（ごみ・し尿の収集・処理）

44 億 7,283 万円
（前年度比 13.8％増）

町の負担額　5 億 8,289 万円
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ら
せ
る
。

●
転
入
時
に
町
が
自
治
会
の

案
内
を
し
て
ほ
し
い
。

●
役
割
分
担
が
で
き
れ
ば
い
い
。

●
空
き
家
対
策
と
し
て
、
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
用
。

●
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
災
害

時
の
協
力
体
制
。

●
ち
ら
し
を
作
る
な
ど
周
知

す
る
方
法
を
考
え
る
。

●
ス
マ
ホ
教
室
の
実
施
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
。

日

時 

　

令
和
６
年
11
月
９
日
（
土
）

　

10
時
～
12
時

会

場

　

進
修
館
・
大
ホ
ー
ル

参
加
者

　

区
長
・
自
治
会
長  

25
人

今
回
は
、
区
長
・
自
治
会

長
と
議
員
と
の
意
見
交
換
の

場
と
し
て
、
４
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

「
各
地
域
で
抱
え
る
課

題
」
や
「
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
ア
イ
デ
ア
」
に
つ
い

て
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
の
活

発
な
意
見
を
ま
と
め
ま
し
た
。

各
地
域
で

抱
え
る
課
題

テーマ1●
区
長
の
仕
事
が
多
い
。

●
配
布
物
の
問
題
（
配
布
方

法
な
ど
）。

●
自
治
会
員
の
減
少
。

●
役
員
の
成
り
手
不
足
。

●
新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
少
な
い
。

●
町
会
に
加
入
す
る
メ
リ
ッ

ト
が
な
い
。

●
子
ど
も
が
減
っ
て
行
事
が

で
き
な
い
。

●
住
民
の
高
齢
化
に
よ
り
行

事
の
実
施
が
難
し
い
。

●
自
治
会
に
入
会
し
な
い
。

●
自
治
会
の
存
続
問
題
。

●
空
き
家
、
空
き
地
問
題
。

●
草
刈
り
（
空
き
家
、
道
路
、

町
有
地
な
ど
）。

●
側
溝
清
掃
（
高
齢
化
に
よ

り
作
業
が
大
変
）。

●
公
園
が
な
い
。

●
ご
み
の
収
集
日
の
カ
ラ
ス

問
題
。

課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
ア
イ
デ
ア

テーマ2●
自
治
会
の
メ
リ
ッ
ト
を
知

　

参
加
さ
れ
た
皆
様
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
５

月
に
開
催
予
定
で
す
。

 「
サ
ロ
ン
・
ド
・
ギ
カ
イ
」を
開
催

区
長
・
自
治
会
長
と
議
員
と
の
懇
談
会

今
後
の
開
催
形
式
の
希
望

●
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
方
が

良
い
。

●
予
め
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

色
々
な
世
代
の
方
々
が
参

加
し
や
す
く
。

今
後
取
り
上
げ
て
ほ
し
い

内
容
、
テ
ー
マ
は

●
人
口
減
少
対
策

●
ご
み
処
理
問
題

●
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策

自
由
意
見
・
感
想

●
時
間
が
短
い
。
テ
ー
ブ
ル

ご
と
に
議
題
を
決
め
て
深

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

い
議
論
を
交
わ
す
よ
う
に

し
た
ら
良
い
と
思
う
。

●
直
接
議
員
の
皆
さ
ん
と
意

見
交
換
が
で
き
る
場
を

作
っ
て
頂
い
て
良
か
っ
た
。

意
見
が
盛
ん
で
こ
れ
か
ら

と
い
う
時
に
時
間
が
切
ら

れ
て
中
断
し
て
し
ま
っ
た
。

●
自
治
会
長
、
区
長
の
共
通

し
た
問
題
点
を
意
見
交
換

で
き
た
の
が
良
か
っ
た
。

●
他
地
区
の
区
長
の
や
り
方

が
わ
か
っ
て
良
か
っ
た
。

●
面
白
い
取
り
組
み
だ
と
思

い
ま
す
。
課
題
を
整
理
し

て
来
年
度
以
降
も
続
け
て

く
だ
さ
い
。

●
時
間
が
短
く
、
テ
ー
マ
ご

と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
中
途
半
端
に
終
わ
っ
た
。

●
交
流
が
出
来
て
良
か
っ
た
。

次
回
も
出
席
し
た
い
で
す
。

■ 姫 宮 地 区	 中寺、西、姫宮北団地、姫川１、
	 	 川端１、川端３
■ 古利根地区	 新中町、川島２、弁天町
■ 駅西口地区	 道仏３、新道１、新道２、宮代１の１、
	 	 宮代１の２、蓮谷、宮代学園台
■ 須 賀 地 区	 須賀上、須賀下、東粂原２、宮代台、
	 	 和戸２丁目２、和戸３丁目、八河内、
	 	 桃山台、和戸町内会

参加地区・自治会

ワールドカフェ形式により各グループごとに意見交換
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新城市立作
つく
手
で
小学校、つくで交流館複合施設を視察。須賀

小学校と地域拠点施設整備計画の設計者がこちらの施設と同
じであり、現地で説明も受けた。コミュニティセンターと小
学校が併設された施設で小学校の授業や文化的な催し物は、
交流館の施設（ホールなど）を利用。複合施設として特に良
い点は、そろばん、短歌、ピアノなどの教室もあり、地域の
方が訪れやすい場所になっていること。しかし、離れた地域

の方の利用が課題となっている。
建物に一歩入ると木の香りに包まれたのが印象的だったが、体育館まで木造にするのは費
用やメンテナンスなど検討の余地がある。交流館の入り口付近に放課後児童クラブも入って
いる。住民の皆さんが、地域の子供の面倒を見てくれることや、先生方の負担が減ったと聞
き、複合施設の中での子どもたちの様子を校長先生から伺うと、
この学校に 6年通える事は、成長期に大変大きな影響があって、
素晴らしい事業であり、当町でもそこは期待したい。実際に施
設を見ることで、須賀小学校地域拠点整備への課題が見つかり、
また期待も膨らんだ。

地域拠点複合施設

移住・定住

先
進
自
治
体
か
ら
学
ぶ  

各
常
任
委
員
会
に
よ
る
「
県
外
視
察
」
の
報
告

総務文教委員会

福祉産業委員会

小山町は静岡県北東部に位置し、町の北西端は世界文化
遺産の富士山頂に達する。町の総面積は約136㎢で宮代町
の約 8倍。富士スピードウェイを始め多くの有名なテーマ
パークがあり、東名高速道路や国道が走りアクセスが良く、
自然とも調和した町である。
小山町では「おやまで暮らそう課」が専門的に移住定住
事業を管轄する部署として設置され、不動産関係に精通し

た職員を配置し、思い切った取り組みで推進している。宅地造成事業では、地元の不動産
業者との連携し、官民一体となって取り組んでおり、移住した場合の補助金などで結婚、
出産、子育てしやすい環境を提供し若い世代を支えている。当町も大いに学ぶべきとこ
ろである。ふるさと納税では、町の年予算を超える年もあり、
それを財源として新規事業の試みも予定され、豊かな財源が
暮らしやすいまちづくりに繋がっている。当町でも企業誘致
やふるさと納税の税収を上げることや、職員の人材育成に力
を入れ、議会としても町と一体となり、取り組んで行きたい。

愛知県新
し ん

城
し ろ

市
し

　人口 41,397 人� ｜　視察日  10 月 9 日

新城市つくで交流館▼

小山町ホームページ▼

静岡県小
お

山
や ま

町
ちょう

　人口 17,023 人� ｜　視察日  10 月 10 日

開放的な中庭が印象的

豊かな財政で移住を推進

15 2024年（令和６年）12月定例議会
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こ
う
し
て
二
十
歳
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
嬉

し
く
思
う
と
同
時
に
、

こ
の
20
年
間
、
大
切
に

育
て
て
く
れ
た
両
親
や

家
族
、
た
く
さ
ん
の
瞬

間
を
共
有
し
た
友
達
、

ど
ん
な
時
も
応
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

そ
し
て
い
つ
も
優
し
く

見
守
っ
て
頂
い
た
地
域

の
皆
様
の
お
か
げ
だ
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

緑
と
活
気
溢あ
ふ

れ
る
宮

代
町
で
生
ま
れ
て
か
ら

20
年
を
過
ご
せ
た
こ
と

は
、
と
て
も
幸
せ
な
こ

と
だ
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

今
ま
で
の
20
年
間
は

「
こ
ど
も
」
と
い
う
守

ら
れ
た
枠
組
み
の
な
か

で
生
活
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
二
十
歳
と
い
う

節
目
を
迎
え
、
い
よ
い

よ
大
人
と
し
て
社
会
に

参
加
す
る
こ
と
に
期
待

と
不
安
が
入
り
交
じ
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
き
っ
と

辛
い
場
面
や
頑
張
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面

に
、
た
く
さ
ん
遭
遇
す

る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
も
自
分
た
ち
ら

し
く
歩
み
を
進
め
ら
れ

る
よ
う
に
日
々
精
進
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
温

か
く
見
守
っ
て
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

の 想い想い
二 十 歳

実行委員長

関
せきね

根 春
はるか

佳 さん
（前原中学校出身）

新
年
号
は
、「
二
十
歳
の
つ
ど

い
」
に
参
加
さ
れ
た
方
々
の
写

真
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

12
月
議
会
で
は
、
議
員
の

発
議
で
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶

条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
制

定
に
あ
た
り
、
講
師
を
招
い
て

学
習
会
を
開
く
こ
と
か
ら
始
め
、

半
年
以
上
練
り
上
げ
て
制
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
区
長
・
自
治
会
長
の

皆
様
と
「
サ
ロ
ン・ド・ギ
カ
イ
」

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ
れ
を
機
会
に
、
さ
ら
に
多

く
の
方
々
と
対
話
す
る
場
を
設

け
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

さ
て
皆
様
に
は
ど
の
記
事
が

目
に
留
ま
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

�

（
丸
藤
）

編
集
後
記

左から　丸藤栄一委員、泉伸一郎委員長、
佐藤将行副委員長、鈴木次男委員、野原洋子委員

議会を議会を
傍聴しませんか傍聴しませんか
３月議会の予定は３月議会の予定は

 ２ ２月月2020日（木） 日（木） 午前10時開会午前10時開会

場所　議場場所　議場（進修館小ホール）（進修館小ホール）

一般質問は一般質問は
２月 25 日㈫・26 日㈬・27 日㈭２月 25 日㈫・26 日㈬・27 日㈭

日程は変更になる場合もあります。日程は変更になる場合もあります。

表
紙
の
写
真
紹
介

今
年
の
二
十
歳
の
つ
ど
い
の
対

象
者
は
３
２
５
人
で
す
が
、
令
和
７

年
１
月
12
日
に
行
わ
れ
た
式
典
に
は
、

１
９
０
人
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

晴
れ
の
良
き
日
に
東
武
動
物
公
園

イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
「
Ｈ
Ｏ
Ｌ
Ａ
！

（
オ
ー
ラ
）」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

き
ら
び
や
か
な
晴
着
や
凛
々
し
い

ス
ー
ツ
を
纏ま
と

い
、
笑
顔
で
式
典
に
参

加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
夢
や
希
望
に
向
か
っ

て
や
り
た
い
事
に
沢
山
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
下
さ
い
。
明
る
い
未
来
が
訪
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

二十歳のつどい実行委員の皆さん
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